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ご使用上のご注意 


ツインバードエ業株式会社は、この資料並びにコンテンツの著作権を有しています。 
この資料並びにコンテンツは、著作権等の法律で保護されており、お客様はこの資 
料並びにコンテンツに関し下記の条件でのみ利用することが出来ます。 


1. お客様は非営利目的に限り、ダウンロード、および使用することができます。 

2. お客様がダウンロード、使用するときは、この著作権表示および使用条件を 
一緒に付す必要があります。 

3. お客様はこの資料並びにコンテンツを改変したり、頒布、公衆送信、上映等 
に利用することはできません。 

当社および当社の関係会社は、お客様に対してこの資料並びにコンテンツに関する 
著作権、特許権、商標権、意匠権およびその他の知的財産権をライセンスするもので 
はありません。並びに資料およびコンテンツの内容についてもいかなる保証をするも 
のでもありません。 

またこの資料、並びにコンテンツ内に別の定めがある場合は、当該著作権の表示、 
使用条件を遵守する必要があります。 

※このコンテンツは We b 上での使用を前提とし再編集を加えているため、必ずしも製品添付の 
取扱説明書と同一ではありません。特にページ順は編集上、入れ替えている場合があります。 

※この資料並びにコンテンツの内容は、それぞれの商品の発売時点のものです。 
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※デザイン、仕様は商品改良のため予告な く 変更する場合があります。 


感動をデザインしまず 

TWINBIRD 


家腥用 

パーソナル加湿器 

SK-4974 

SK-D974 

取扱説明書 



■このたびは、お買い上げいたださま 
して、誠にありびとうございました。 
■この取扱説明書をよくお読みのうえ、 
ご使用ください。 

不適切な取扱いは事故につなびります。 
■この取扱説明書は必ず保管し、必要 
なとさにお読みください。 

■この製品は一般家庭用です。業務用 
などにご使用にならないでください。 
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を全上のご注意 


必ずお守りください。 


製品および取扱説明書には、お使いになるかたや他の人へのを害と財塵への損害を未然に防ざ、ま全に 
正しくお使いいただくために、重要な内容を記載していまず。次の内容（表示•図記号）をよく理解して 
か5本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


•表示の説明 


A 巧各方 「死 t または重傷を負うことが 

ZlA m C3 想定される」内容です。 

A ミ* t 「傷害を負ラまたは物的損害が発生 
ZiA /±局することが想定される」内容です。 

• 図記号の説明 

f (S) ® ® 0は、してはいけない r 禁山の内容です。 

〇 ^は、必ず実行していただく「強制」の内容です。 


A 警告 



水めれ禁止 


禁止 

禁止 


〇 

強制 

Q 

禁止 


絶巧に分解したり修理•改造 
は行わないでください。 

発火•感電-けがの原因 
になります。 

修理は、お買い上げの販 
売店または、「お客様ヴー 
ビス係」にご相談ください。 

本体をかにつけたり、本体にか 
をかけたり、水道の蛇□か5直 
接本体に水を入れないでください。 

ショート•感電の 
恐れびあります。 



加熱容器のお手入れに、洗剤•漂白 
剤などを使用しないでください。 

加熱容器び劣化する恐れびあります。 

お手入れに塩素系-酸性タイプ 
などの洗ミき剤（加湿器用含む） 
は使用しないでください。 

有毒ガスび発生 
する恐れびあり 
、 ます。 

排水方向か5排水してください。 

感電や故障の原因になります。 

電源コードを傷つけたり、破 
損したり、加工したり、無理 
に曲げたり、引っ張ったり、 
ねじったり、たばねたりしな 
いでください。また、重いも 
のを載せたり、挟み込んだり 
すると、電源コードが破損し、 
乂災•感電の原因になります。 


Q 

禁止 

〇 

強制 

〇 

強制 


蒸気□やすき間に異物を入れ 
ないで < ださい。 

感電、やけどの 
恐れびあります。 



Q 子供だけで使わせたり、幼児 
の手の届くところでは使わな 
禁と いで < ださい。 

転倒すると熱湯 
びこぼれやけど 
の原因になります。 


A お手入れの際は必ず電源プラ 

グをコンセントか5巧いてく 
プラグを3^ ださい。また、濡れた手で巧 
き差ししないでください。 

が口日臟 



感電やけびをす 
ることびあります。 


交流1 00 V 似外では使用しな 
いで < ださい。 

火災•感電の原因になります。 

定格1曰上のコンセント 
を単独で使用してください。 

他の器具と併用すると火災、感 
電の原因になります。 

電源コードや電源プラグが傷ん 
だリ、コンセントの差し込みびゆ 
るいときは使用しないでください。 

感電やショートして発乂すること 
びあります。 
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蒸気□にさわったり、顔など 
を近づけ夕いでください。 

リやけどの原因に 
なります。 




〇 

強制 



W 

強制 


電源プラグのほこりなどは、定期的に取ってください。 

ほこりびたまると、湿気などで絶縁不良となり、乂災の原因になります。 






〇 

強制 

Q 

禁止 

Q 

禁止 


強制 


〇 

強制 


A 注意 


直射日光のあたるところや暖房器具の上や近くに置かないでください。 
また、寒い場所か5急に暖かい場所に移動して使用しないでください。 

参タンク内の空気び膨張し、お湯があふれ 
出ることびあります。 

参プラスチック部分び変形、変質すること 
びあります。 

タンクを落したり、ぶつけたりした時には、タンクび水漏れ•空気漏れし 
ていないことを確認してください。 

タンクび乂漏れ•空気漏れすると、お湯び 
あふれ出ることびあります。 




蒸気□や水流調整板をはずし 
たまま使わないでください。 

故障の原因になります。 

蒸気び直接家具•壁•カーテ 
ン•天井などにあたるところ 
で使わないでください。 


しみびついたり、 
変形•変色の原因 
になります。 


電源プラグを巧くときは、電 
源コードを持たずに必ず先端 
の電源プラグを持って引き抜 
いて < ださい。 

感電やシヨートして発火すること 
びあ0ます。 



〇 

禁止 

〇 

強制 

プラグを巧く 

〇 

強制 


蒸気□をふさびないで<ださい。 

変形や故障の原 
因になります。 



持ち運ぶときは、本体の下を両 
手で持ち上げて運んでください。 

使用時於外は、電源プラグを 
コンセントか5抜いてくださし、。 

感電-漏電乂災の原因になります。 

水タンクの水は毎日新しい水道 
水と入れかえ、本体内部は常に 
清潔に保つよう、週1回似上、 
定期的にお手入れしてください。 

ミちれや水あかで性能び低下したり、 
悪臭びする恐れびあるので、こま 
めにお手入れしてください。 


ア□マオイルを入れる際は、ア□マトレーび十分に冷めたことを確認し、 
蒸気□か5はずして入れてください。 
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各部の名称とはた 6 き 


ア□マオイルは付属していません。 
市販のものをおホめください。 
黑気 □- 
ア□マオイル 



ア□マトレー 

① 蒸気□からア□マトレーをはずします C 

ア□マオイルが加熱容器の中に落ちる 
と、熱湯がふき口まれることびあります。 

② ア□マトレーにア□マオイ J レを入れます。 

③ 蒸気□の上にセットします。 

必ず電源を切って冷えていることを 
確認してか5行ってください。 


ア□マオイルについて 

ア□マオイルは手に触れないように気をつけてください。 
ア□マオイル（エッセンシャルオイル、精油）をご使用 
の際は、必ず使用されるア□マオイルの取扱説明書を 
よくお読みの上ご使用ください。 

ア□マオイルの中には通経作用びあるものびあります 
ので、妊娠中のちはア□マオイルのを意事項をよ<お 
読みの上ご使用ください。 

•ア□マオイルはア□マトレー外の部品に付着し 
ないようにごま意ください。 

プラスチック樹脂の変質 • 変色 • 破損の原因 I こなります。 

•ア□マオイルび加熱容器の中に落ちないように 
ご注意ください。 

蒸気口から熱湯びふきこぼれる場合びあります。 


化ぉ卸み颗 laiK 

水流調整ホ反 



金属筒 

蒸気□の 
一部です。 


— •翊 巧の J 略 


リセット 


-通電ランプ 
- 給水ランプ 


リセットボタン 



電源プラグ 


使いかた 


使い初めは煙やにおいび出ることびありますび、ヒーター特有 
のもので、故障ではありません。ご使用により出なくなりまず。 


1.タンクに水を入れまず。 

タンクキャップをはずし、タンクに水道水を口元まで入れてください。 
給水後はタンクキャップをしっかりと締め、水漏れびないことを確認してください。 
♦ タンク満水で約8時間運転できます。 

就 

タンクにはお湯 （4 ぴ上）やミちれた水、芳香剤、ア□マオイル、 
洗剤、薬品などを入れないでください。 
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2.タンクを本体にセットしフタをします。 



蒸気□と水流調整板をあらかじめ本体にセットしておきます。 

•タンクを傾けてセットするとタンクび浮いた状態に 
なり、水び流れなかったり、故障の原因になります。 
•蒸気口び本体にセットされていることを確認してください。 
•水流調整板び正しい位置にセットされていることを確認してください。 

■angjig* 

水流調整板の►印と 
本体のイ印の位置を 
合わせてください。 


水流調整板 


① 電源プラグをコンセントに差し込みます。 

② 本体ち側の電源スイッチを「入」にします。 

本体正面の通電ランプび点巧し、運転び開始されます。 



電源スイッチを入れても、通電ランプと給水ランプの両方び点なしている場合は、運転び 
開始されていません。その場合は、 IJ セットボタンを押してください。 

給水ランプび消えて運転を開始します。 

♦ お客様の安全のためリセットボタンは固めに設定しております。少し強めに巧し込んでください。 


4.約3分後に蒸気□よりスチームが出まず。 


蒸気 □ 



•使用中や使用直後は蒸気□をさわったり、顔などを近づけないでください。 

蒸気□び熱くなっており、やけどの原因になります。 

•使用中や使用直後は本体を傾けたり、倒したりしないでくださし、。 

熱湯びこぼれて、やけどの原因になります。 


( タンクの水がなくなると ] 

給水 

ランプ^ 


リセット 

、 © 5 ) 


ボタン 



1 つづけて運転するとき 1 


タンクに水を入れ、本体に確実にセ 
ットします。給水ランプび消えるま 
で U セットボタンを押して < ださし、 
運転び再開されます。 


•タンクに水を入れ、確実にセットしてから 
U セットボタンを押してち)給水ランプび消 
えない場合は、已分仪上待ってから、もう 
一度リセットボタンを押してください。 

• 給水ランプび点灯して使用を中止する時は. 

電源スイッチを切ってください。 

※次に使用する時のために、リセットボタンを 
押してお < ことをお勧めします。 



曰.運転を止めます。 



♦本体ち側の電源スイッチを「切」にします。 

♦本体正面の通電ランプび消灯し、運転を停止します。 
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"1 Jn •使用中や使用直後はお手入れをしないでください。 
0^"3"ノ\1 L •電源プラグをコンセントか S 巧いてか！5お手入れをしてくださし、。 


广 ご使用状態に台わせてこまめに、必ず一週間に1回拟上お手入れをしてくださし- S 

この加湿器は水を沸騰させて発生する蒸気によって加湿を行います。 

•水道水に含まれるミネラル分び加熱されてにおい（薬品のよラな）び発生します。水道水のミネラル分び 
多い地域でご使用の場合は少ない使用回数でをにおいび発生する場合びあります。 

•水道水に含まれるミネラル分び蒸発して水あかとなって加熱容器に付着します。付着した水あかを放置すると強 
いにおいを感じたり、水あかび取れにくくなり、そのまま使用すると加湿量び低下して故障の原因になります。 
〈加湿容器の水あかび取れにくいとき〉 水道水已 日日 ml に洗ミき用クエン酸 1 日 g を入れ、このクエン酸水をタンク 
I に入れて]〜 2 時間運転します。残ったクエン酸水は捨ててください。, 


し 本体 



•排水ち向から排水します。 

• 乾いた柔らかい布でふいてく 
ださい。ちれびひどいときは、水で 
薄めた中性洗剤少量を布に浸し、よ 
くしぼってふさ、その後に柔らかい布 
でふさ取るとされいになります。 


〔加熱容器 



♦ 水を浸した柔らかし巧でふき取ってください。 
• 付着した水あかび取れにくいときは、歯 
ブラシなどで取り除いてください。 


• 使用中や使用直徽拥がしないでください。 

やけどの原因になります。 

•本体に水をかけたり、丸洗いは絶対にしな 
いでください。故障の原因になります。 

• シンナー • ベンジン’クレンヴー•たわし- 
漂白剤などを使わないでください。 

金属ブラシなどの硬いをのでお手入 
れをしないでください。加熱容器を 
傷付け故障の原因になります。 


ア□マトレー•タンク•タンクキャップ 
、 蒸気□•水流調整板 


し 保管のしかた] 



水洗いしなび 


乃げ干0 

ら柔らかい巧 


0で湿気の 

でふさ取って 


少ない巧へ 


• お手入れした後は、水気をよく 
ふき取り、本体をかげ干ししてく 
ださい。タンクや本体内に、残り 
水びないか確認してください。 

♦ 部品をさちんとセットし、湿気の 
かないところで保管してください。 


こんなとさは 


こんなとをは？ 

調べるところ 

処 置 

電源スイッチを入れてを 
通電ランプび点灯しない。 

電源プラグびコンセントからはずれ 
ていませんか？ 

確実に差し込んでください。 

給水して、リセットボタ 
ンを押してち運転しない。 
(給水ランプび消えない。） 

タンクに水び入っていますか？ 

タンクに水を入れてください。 

タンクを真上から本体に正しくセッ 
卜してありますか？ 

タンクを持ち上げ、をラー度真上か 
b セットして < ださい。 

タンクキャップび正しくセットして 
ありますか？ 

タンクキャップをはずして、ちラー 
度しっかりセットしてください。 

給水してすぐに U セットボタン対甲していませんか？ 

已分な上待ってからちう一度に}甲してください。 

蒸気の出び悪い。 
(見えない。） 

周囲の温度、湿度などの条件によ 
り見えにくい場合びあります。 

タンクの水び減少していれば故障で 
はありません。 

蒸気□か b お湯び 
ふさでる。 

ア□マオイルを加熱容器の中へ落 
としていませんか？ 

運転を止めて電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください。 

本体、加熱容器、蒸気口をお手入れ 
してア□マオイルをふさ取ってください。 

加熱容器に水あかび付着していま 
せんか？ 

運転を止めて電源プラグをコンセント 
から抜いてください。加熱容器をお手 
入れして、水あかを取り除いてください。 


己 


フタ ー サービス 


1. 保証書 

•裏表紙に添付しています。 

•保証書は r お買い上げ曰と販売店名」の記入を 
お確かめのうえ、販売店からお受け取りください。 

•保証書をよくお読みになり大切に保管してください。 

2. 保証期間 

お買い上げ曰から]年間です。 

なお、保証期間中でを有料修理になることびありま 

すので、保証書をよくお読みください。 

3. 修理を依頼されるとき 

取扱説明書の内容をお確かめいたださ、なお異常 

びあるとさには電源プラグを抜いてからお買い上 

げの販売店または「お客様サービス係」に修理を 

ご相談ください。 

•保証期間中の修理 
保証書の規定により無料修理します。 

製品に保証書を添えてお買い上げの販売店また 
は「お客様サービス係」までお申し出ください。 

• 保証期間びすざている修理 
修理により使用できる製品は、お客様のご要望 
により有料で修理させていたださます。お買い 
上げの販売店または「お客様サービス係」にご 
相談ください。 


4. 捕修用性能部品の最低保有期間 

• この )くーソナル加湿器の補修用性能部品の 
保有期間は製造巧切り後已年です。 

•性能部品とはその製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 

5. アフターヴービスにつしてご不明の場合 

お買い上げの販売店または「お客様サービス係」 
にお問い合わせください。 


〈修理料金のしくみ> 

修理料金は、技術料 • 部品代などで構成されています。 


技術料 

故障した製品の修理および部品交換など 
の作業にかかる料金です。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。 


〈修理部品について〉 

修理部品は、部品共有化のため、一部仕様や 
外観色を変更することびあります。 


お客様 サービス 係 

函(フリーダイヤル）0120— 337— 4已已 
FAX (02 己 6) 93-1077 

お電話承り時間:平日(月曜〜金曜)午前9時〜午後5時 
干959•日292新漏県燕市吉田西太田2日 84-2 


お客様ご自身の修理は大変を険でず。分解したり手を加えたりしないでくださし、。 



電 源 

AC100V 已 0-60 HZ 

消 費 電力 

130 W 

加 湿 量（約） 

]已日 ml/h 

タンク容量（約） 

1.2 L 

カロ 湿 時 間（約） 

8時間 

電源〕ード（約） 

1.8 m 

製 品寸法（約） 

巾呂] 4日X奥わ "2 ] 己X局さ22己 mm 


この製品は、日本国内用に設計-販売しています。電源電圧や周波数の異なる国では使用でさません。 
海外での修理や部品販売などのアフターサービスも対象がとなります。 



女長年ご使用の加湿器の点検を！ 

1愛情点検国 

ご使用の 際 
このようなことは 
ありませんか。 

•水をれする。•電源プラグや電源コード 
び異常に熱くなる。♦電源コードに傷び付 
いていたり、電源コードを動かすと通電し 
たりしなかったりする。♦本体が異常に熱 
かったり、こげくさい臭いびする。♦その 
他の異常-故障びある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
コンセントから電源プラ 
グをはずし、必ず販売店 
にご連絡ください。点検- 
修理に要する費用などは 
販売店にご相談ください。 

の 
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